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※最新写真差し替え予定 
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設え WS意見概要
グループ ひろば整備への反映について

赤字：設計に反映、青字；今後みんなで考え設えるA B C D E

常
設

丘
・丘がシンボル/壁側の傾斜はなだらかな方がよい
・丘はもう少し低い方がよい/丘に階段/座るｽﾍﾟｰｽ
・丘に穴をあける

○ ○ ○ ○ ○
⇒市民が集える憩いの場として、遊ぶ・座るな
どの利便性に配慮し、丘を設計。

水場
・水場のまわりにベンチ
・子供が遊べるスペースに

○ ○
⇒子供たちが遊べる様、水の溜りや噴水装置
を設けた水場を設置。

井戸
・井戸水が飲めたらいい
・手を洗える場所（神社の手水のような）
・井戸にポンプ

○ ○ ⇒井戸に手押しポンプを設置。

舗装
・一面芝生広場（子供が転んでも安心）
・高齢者や体の不自由な方にも配慮した環境が必要

○ ○ ⇒入口部をフラットに設計。

遊具
・子供の遊び場として丘の中に土管
・吹き抜けの小屋（こどもが一人で遊べる）
・丘の上に滑り台

○ ○ ⇒子供が遊べる「土管」を配置。

柵 ・建物の壁を緩和させる柵 ○ ⇒一部に柵を設置

常
設

・D
IY

設
置
（今
後
検
討
）

テーブル・ベンチ

・イスを自由に動かせるように/必要な時に出すイス
・移動式のテーブル持ち寄り/日よけ
・あまりモノを置かない。シンプルなデザイン。

○ ○ ○ ⇒ワークショップで考えていく。

サイン
・子供が走り回り道路へ飛び出したりしないか不安
・日替わり・月替わりテーマ。○○の日という看板

○ ○
⇒情報が入れ替えられるサインを設置
⇒コンテンツはワークショップで考えていく。

スペース・周囲
の活用

・壁面活用（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾋﾞｭｰｲﾝｸﾞ/絵画/落書き）
・収穫体験（食育）

○ ○ ○ ○ ○
⇒今後の活動に配慮した空間配置計画を
行った。（植栽・丘などの配置）

⇒活動は、ワークショップで考えていく。

その他 ・まちづくりに関わった人の名前を残す ○ ⇒ワークショップで検討していく。
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施設１Ｆ 
（松山アーバンデザインセンター）

広場（みんなのひろば） 

開館時間 
[月 ～ 金] 10:00～20:00（10 時間） [土日祝日] 10:00～18:00（ 8 時間） 

※施設１Ｆは、お申し込み内容によっては 22:00 まで(月～金)の使用も可能。 

休館日 年末年始(12/29～1/3） 

料金 当面無料 

常駐人員 ２名体制（時間帯によっては１名の場合もある） 

設備等 
多目的スペース／トイレ（多目的・女子）

／テーブル・チェア／本・雑誌 等 

芝生広場／ミニ噴水／遊具（土管）／手押

しポンプ／ベンチ 等 

※必要に応じて随時、追加する。 
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※1申し込み日の翌日が土・日・祝日の場合、次の平日より３日以内 

※3施設の無料使用に対するボランティア清掃などを呼びかける

※2許可証の発行日は数日前後する可能性がある。

使用当日 

使用希望日７日前まで 

随時可 

申し込み日から３日以内※1

実施内容の見直し 

依頼等 

後片付け・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ※3の実施7 

使用当日 

使用希望日の前々月末まで

随時可 

使用希望日の１ヶ月前まで※2

運営委員会による
UDCM 等による 

実施内容の見直し 

依頼等 

空き状況の確認1

施設又は広場の使用6 

後片付け・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ※3の実施7 

窓口スタッフへの連絡5 

使用許可の連絡4 

審査(簡易)
3 

使用申し込みの連絡2

審査 
3 

占用使用許可証の発行4 

窓口スタッフへの連絡5 

施設又は広場の使用6 

空き状況の確認1

使用許可申請書の提出2
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□ 消防（火災・救急・救助） 119 □ 松山市消防局 089-926-9200 

□ 警察（緊急） 110 □ 松山市災害対策本部（設置時） 089-987-7000 

機 関 施 設 名 所在地 電話番号 

警 察 松山東警察署 松山市勝山 2-13-2 089-943-0110 

消 防 松山市消防局・中央消防署 松山市本町 6丁目 6-1 089-926-9200 

救急 

医療 

野本記念病院 松山市三番町 5丁目 12-1 089-943-0151 

松山赤十字病院 松山市文京町 1 089-924-1111 

愛媛県立中央病院 松山市春日町 83 089-947-1111 

松山市民病院 松山市大手町 2丁目 6-5 089-943-1151 

松山笠置記念心臓血管病院 松山市末広町 18-2 089-941-2288 

梶浦病院 松山市三番町 4丁目 4-5 089-943-2208 

１階（多目的スペース等） 

<10:00～20:00（無休）> 

Tel：089-968-2920

松山市（都市デザイン課） 

<8:30～17:15> 

Tel：089-948-6848 

<上記時間帯以外> 

Tel：***-****-****（携帯）

Tel：***-****-****（携帯） 

２階（ＵＤＣＭ） 

<10:00～18:00（平日）> 

Tel：089-968-2921

市民等 

復建調査設計株式会社 

緊急性が高い場合

松山アーバンデザインセンター 

<9:00～17:30> 

①Tel：089-972-8800 

<上記時間帯以外> 

②Tel：***-****-****（携帯） 

③Tel：***-****-****（携帯） 

【実験実施主体】 【運営・管理事務局（委託先）】

日常報告

緊急時連絡 1-1

緊急時

連絡 1-2

連絡 2 

緊急時連絡先 

指示等

指示等 

株式会社まちづくり松山 

<9:00～17:30> 

④Tel：089-998-3533 

<上記時間帯以外> 

⑤Tel：***-****-****（携帯） 

松山市都市デザイン課 

Tel：089-***-****

復建調査設計株式会社 

①Tel：***-****-****（携帯） 

②Tel：***-****-****（携帯） 

株式会社まちづくり松山 

③Tel：***-****-****（携帯） 

④Tel：***-****-****（携帯） 

【運営・管理事務局（委託先）】

連絡 1-2

指示等

１階（多目的スペース等） 

<10:00～18:00（無休）> 

Tel：089-968-2920

２階（ＵＤＣＭ） 

市民等 

緊急性が高い場合

松山アーバンデザインセンター 

連絡 1-1 緊急時連絡先 

【実験実施主体】 

指示等 



1-10

<施設・広場来訪者> 

ｃ実験認知状況 

・認知媒体 

・施設・広場来訪者及び大街道・銀天街来訪者を中心に各種調査を実施する。 

大街道・銀天街 

ａ利用状況、意識・意見 

・一般利用者数・頻度 

・活動参加者数・頻度 

・満足度、改善要望 等 

・認知度 

ｅ回遊状況 

・立ち寄り箇所数、滞在時間、来街手段 

ｄ来街状況 

・来街頻度・目的 

施設・広場来訪者 

【調査手法】 

① 施設・広場利用実態調査 

② 施設・広場利用者アンケート調査 

③ 活動協力者アンケート調査 

④ 通行実態調査 

一般来訪者 

周辺店舗 

大街道・銀天街周辺 

企業等 

一般市民 

・通行者数 

その他 

ｂ協力状況、意識・意見 

・活動協力者数 

・意識・行動変化 等 

ｇ問い合わせ等状況 

・プログラム主催・ビジネスに関わる問い合わせ件数 等 

ｆ周辺者意識 

・施設・広場の空間価値、まちづくりに対する関心度（参加・協力意向等）、改善要望等 

周辺居住者

ｈ歩行の安全性 

・施設と広場の間の自動車交通量 

着眼点 主な調査項目 

定量 

（カウント） 

定性 

（アンケート・ヒアリング） 実施頻度 

① ④ ⑧ ② ③ ⑤ ⑥ ⑦ 

ａ施設・広場 

利用状況、 

意識・意見 

・一般利用者数（活動別） ● 常時 

・  〃  の利用頻度 ●     定期 

・プログラム(活動)参加者数 ● 
活動時 

・    〃  の参加頻度 ●     

・施設・広場やプログラムの 

満足度・改善要望等意見 
●     常時 

ｂ市民協力状況、 

意識・意見 

・運営・管理等協力者数 ●      

活動時 
・活動を通じた意識・行動変化、 

協力条件 等 
 ●    

ｃ実験認知状況 
・実験(施設・広場)の認知度、認知

媒体 
●  ●  ● 

定期 

ｄ来街状況 

・来街者数（通行者数） 

※第2期松山市中心市街地活性化基本

計画 数値指標

 ● 

・来街頻度、来街目的 ●  ●   

ｅ回遊状況 ・立ち寄り数、滞在時間、来街手段 ●  ●   

ｆ周辺者意識 

・意見 

・施設・広場設置による空間価値 

・まちづくりに対する関心度（参加

協力意向）、改善要望 など 

   ● ● 

ｇ問い合わせ等 

状況 

・プログラム主催やビジネスに関わ

る問い合わせ件数 
●      常時 

ｈ歩行の安全性 ・自動車交通量  ● 定期 

常時 ：常駐する受付スタッフが適宜、調査を実施。 

活動時：活動が行われるタイミングで調査を実施。 

定期 ：3～6ヶ月、6ヶ月に１回などのスパンで調査を実施。

賑わい 

回 遊 

周 知 

憩い・潤い 

愛 着 

賑わい 

関 心 

愛 着 

関 心 

関 心 

愛 着 

安 全 

⑤ 街頭ヒアリング調査 

⑥ 周辺店舗・居住者アンケート調査 

⑦ 企業アンケート調査 

⑧ その他（事務局調査） 
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